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一
般
会
計

（
１
）
歳
入
に
つ
い
て

① 

市
町
村
た
ば
こ
税

　
　

た
ば
こ
税
が
、
税
率
改
正
に
基
づ
い
て
の
計
上
と
な
っ
て

い
な
い
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、十
分
注
意
さ
れ
た
い
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

① 

国
際
交
流
事
業

　
　

新
た
な
国
際
交
流
へ
の
一
歩
が
、
民
間
及
び
学
校
で
始
ま

る
。
長
続
き
す
る
交
流
と
な
る
よ
う
邁
進
さ
れ
た
い
。

② 

塵
芥
処
理
対
策
事
業

　
　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
実
施
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
の

実
態
に
あ
っ
た
施
設
に
な
る
よ
う
し
っ
か
り
と
調
査
・
研
究

を
さ
れ
た
い
。

　
　③ 

農
業
振
興
費

　
　

農
地
集
積
協
力
金
の
制
度
は
、
受
け
皿
と
な
る
担
い
手
の

育
成
と
あ
わ
せ
て
農
業
者
へ
の
周
知
を
図
り
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
な
い
よ
う
計
画
性
を
も
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

④ 

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費

　
　

獣
肉
解
体
処
理
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
運
営

の
あ
り
方
を
明
確
に
し
、
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
有

効
な
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤ 

森
林
整
備
事
業

　
　

森
林
経
営
計
画
の
策
定
や
提
案
型
森
林
施
業
に
よ
る
林
業

の
更
な
る
活
性
化
に
向
け
、
八
頭
中
央
森
林
組
合
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
た
い
。

⑥ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
事
業

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
総
合
利
用
計
画
は
、
町
民
へ
の
周

知
を
図
り
、
計
画
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
木
質
資
源
活
用
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
運
営
方
針
を
明

確
に
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
を
図
ら
れ
た
い
。

⑦ 

文
化
財
保
護
事
業

　
　

国
指
定
史
跡
若
桜
鬼
ヶ
城
跡
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
現

場
を
再
度
確
認
し
、
適
切
な
整
備
を
さ
れ
た
い
。

⑧ 

若
桜
町
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設

　

移
住
定
住
促
進
事
業

　

若
桜
鉄
道
対
策
事
業

　

農
業
普
及
事
業

　

災
害
対
策
事
業

　
　

各
事
業
に
お
け
る
専
門
員
の
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
専
門

的
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
設
置
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
⑨ 

平
成
25
年
度
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
執
行
計

画
を
立
て
、
繰
り
越
し
と
な
ら
な
い
よ
う
年
度
当
初
か
ら
着

実
に
執
行
さ
れ
た
い
。

特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　

経
営
が
厳
し
く
、
や
む
な
く
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上

げ
を
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
被
保
険
者
の
負
担
は
大
き
い
。

給
付
費
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
な
ど
の
予
防
対

策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
れ
た
い
。

○
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　

上
下
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
で
出
さ
れ
た
報
告
は
、
町
民

へ
し
っ
か
り
周
知
し
、
各
事
業
の
経
営
改
善
に
努
め
ら
れ
た

い
。

○
索
道
事
業

　
　

第
2
リ
フ
ト
の
握
索
機
更
新
の
工
事
は
、
輸
送
人
員
を
考

慮
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

予
算
審
査
の
主
な
る
意
見

　議員全員で構成する「予算審査特別委員会」を設置
し、平成25年３月13日から５日間にわたり、審査しま
した。

委 員 長　上川裕見子
副委員長　前住　孝行

衛生費
20,693

商工費
11,901

4,371
3,809
3,703
2,988
2,303
2,298
2,715

10,438
6,055
156

教育費
55,211

総務費
54,602

農林水産業費
45,948

公債費
32,106

土木費
28,106

繰入金
使用料及び手数料
諸収入
地方消費税交付金
財産収入
地方譲与税
分担金及び負担金等

県支出金
41,239

町債
46,362

国庫支出金
23,177

繰越金
7,937

地方交付税
177,100

民生費
76,684

消防費
議会費
予備費

町税
23,898

一般会計  34億1,900万円 前年度比  3億6,600万円増

【単位：万円】

特別会計名 予　算　額
国民健康保険事業 ４億９，０７９万円
介護保険事業 ５億９，５４０万円
後期高齢者医療 ５，２０６万円
簡易水道事業 １億０，０２１万円
公共下水道事業 １億８，１３３万円
農業集落排水事業 ９，００８万円
赤松団地造成事業 １，０６２万円
財産区造林事業 ６９１万円
住宅新築資金等貸付事業 １９０万円
索道事業 ４，４５５万円

平成25年度 当初予算可決

予算審査の様子

給食センターを改築

学校関連施設を集約！
木質バイオマス事業の
長期ビジョンにそって

2億7,286万円2億1,774万円

林業への明るい光に！
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Ｓ
Ｌ
運
行
の
計
画
に
つ
い
て
の
、

行
違
い
ホ
ー
ム
建
設
は
、
ど
う

な
る
の
か
。

行
政
で
計
画
し
た
も
の
で
も
な
く
、
若
桜

鉄
道
で
機
関
決
定
し
た
も
の
で
も
な
い
。

八
頭
町
も
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
全

体
の
見
通
し
が
な
い
と
難
し
い
。

ＱＡ

な
る
の
か
。

行
政
で
計
画
し
た
も
の
で
も
な
く
、
若
桜

鉄
道
で
機
関
決
定
し
た
も
の
で
も
な
い
。

八
頭
町
も
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
全

体
の
見
通
し
が
な
い
と
難
し
い
。

企
画
財
政
課

防
災
無
線
と
Ｉ
Ｐ
電
話
の
使
い

分
け
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

昨
年
の
夏
頃
に
、
防
災
無
線
と
Ｉ
Ｐ
電
話

の
使
用
に
つ
い
て
苦
情
が
あ
り
、
防
災
無

線
は
毎
週
金
曜
日
と
緊
急
時
に
利
用
し
、

Ｉ
Ｐ
電
話
と
防
災
無
線
で
情
報
が
ダ
ブ
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

ＱＡ
昨
年
の
夏
頃
に
、
防
災
無
線
と
Ｉ
Ｐ
電
話

線
は
毎
週
金
曜
日
と
緊
急
時
に
利
用
し
、

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

総  

務  

課

消
火
訓
練
を
し
て
い
る
が
、
通
報

か
ら
現
場
到
着
時
間
等
を
、
想

定
し
た
演
習
も
必
要
で
は
な
い

か
。

方
法
は
検
討
し
て
み
る
。

ＱＡ

か
。

方
法
は
検
討
し
て
み
る
。

収
納
率
に
つ
い
て
、
前
年
度
実

績
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
意

図
の
説
明
を
。

過
去
２
、３
年
の
数
字
を
み
て
、
低
め
の
計

上
を
し
て
い
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
固

く
数
字
を
抑
え
て
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

収
納
率
は
１
０
０
％
を
目
標
と
す
る
。

ＱＡ

図過
去
２
、３
年
の
数
字
を
み
て
、
低
め
の
計

上
を
し
て
い
る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
固

く
数
字
を
抑
え
て
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。

収
納
率
は
１
０
０
％
を
目
標
と
す
る
。

税  

務  

課

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
物
忘
れ

相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
説
明

と
、
機
器
を
つ
か
っ
た
予
防
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

図
形
認
識
テ
ス
ト
が
で
き
、
機
器
が
痴
呆

の
判
断
を
す
る
。
集
落
に
出
向
き
、
予
防

教
室
を
住
民
に
呼
び
か
け
な
が
ら
、
利
用

し
た
い
。

ＱＡ
図
形
認
識
テ
ス
ト
が
で
き
、
機
器
が
痴
呆

教
室
を
住
民
に
呼
び
か
け
な
が
ら
、
利
用

町
民
福
祉
課

消防演習風景

通学風景

導入される堆肥散布機 運行を待たれるＳＬとＤＬ

堆
肥
散
布
機
を
町
が
購
入
し
、
Ｊ

Ａ
に
無
償
貸
与
す
る
が
、
処
理
能

力
は
十
分
な
の
か
。

堆
肥
は
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
で
、
年
間
約

５
０
０
ｔ
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、
年
使
用

量
は
２
０
０
ｔ
位
で
、
残
り
は
廃
棄
物
処

理
さ
れ
て
い
る
。
良
質
米
づ
く
り
の
た
め

に
、
圃
場
散
布
を
、
考
え
て
い
る
。
町
が

購
入
し
、
Ｊ
Ａ
に
貸
与
、
利
用
促
進
を
図

り
た
い
。
圃
場
散
布
は
、
集
団
的
な
場
所

を
中
心
に
し
た
い
。

ＱＡ

力
は
十
分
な
の
か
。

堆
肥
は
、
Ｊ
Ａ
が
主
体
で
、
年
間
約

量
は
２
０
０
ｔ
位
で
、
残
り
は
廃
棄
物
処

理
さ
れ
て
い
る
。
良
質
米
づ
く
り
の
た
め

購
入
し
、
Ｊ
Ａ
に
貸
与
、
利
用
促
進
を
図

り
た
い
。
圃
場
散
布
は
、
集
団
的
な
場
所

を
中
心
に
し
た
い
。

獣
肉
解
体
処
理
施
設
の
設
置
管

理
条
例
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

条
例
、使
用
料
規
程
を
整
備
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。施
設
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
時
点
で
、
早
急
に
、
提
案
し
た
い
。

ＱＡ

か
。

条
例
、使
用
料
規
程
を
整
備
し
た
い
と
思
っ

た
時
点
で
、
早
急
に
、
提
案
し
た
い
。

鳥
獣
対
策
協
議
会
の
計
画
に
基

づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

補
助
金
の
関
係
も
あ
り
、
八
頭
町
と
若
桜

町
で
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
両
町
、

猟
友
会
と
の
調
整
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

ＱＡ

づ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

補
助
金
の
関
係
も
あ
り
、
八
頭
町
と
若
桜

町
で
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
両
町
、

猟
友
会
と
の
調
整
が
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

産
業
観
光
課

町
土
整
備
課

若
桜
町
全
域
を
50
年
で
地
籍
調

査
す
る
と
１
年
に
４
０
０
ha
測
量

す
る
こ
と
に
な
る
が
、で
き
る
の
か
。

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ほ
か
の
事
業
で
の
測

量
結
果
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
早
く

で
き
る
と
思
う
が
、
山
林
の
測
量
を
心
配

し
て
い
る
。

ＱＡ

す
る
こ
と
に
な
る
が
、で
き
る
の
か
。

量
結
果
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
早
く

赤
松
団
地
の
定
期
借
地
権
を
利
用

さ
れ
る
方
に
対
し
、
付
加
価
値
を

付
け
る
考
え
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
内
と
鳥
取
市
の
方
で
、
感
想
は
、「
快
適

だ
と
」
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
の
意
見
を

前
面
に
出
し
、
Ｐ
Ｒ
を
考
え
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

ＱＡ

付
け
る
考
え

町
内
と
鳥
取
市
の
方
で
、
感
想
は
、「
快
適

だ
と
」
聞
い
て
い
る
。
利
用
者
の
意
見
を

前
面
に
出
し
、
Ｐ
Ｒ
を
考
え
た
い
と
思
っ

通
学
補
助
金
の
支
給
方
法
は
。

若
桜
鉄
道
を
利
用
の
場
合
は
、
定
期
券
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
若
鉄
に
７
千
円
分

を
代
理
受
領
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

バ
ス
通
学
生
に
は
、
申
請
を
受
け
て
支
払

い
た
い
。

ＱＡ

通若
桜
鉄
道
を
利
用
の
場
合
は
、
定
期
券
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
若
鉄
に
７
千
円
分

を
代
理
受
領
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＱＱ
教
育
委
員
会

その他の意見（抜粋）
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Q　

蔵
通
り
、
特
に
西
方
寺

付
近
は
水
の
出
が
悪
く
、
諸

鹿
口
か
ら
岩
本
商
店
ま
で
の

県
道
は
水
浸
し
の
状
態
で
あ

る
と
観
察
し
て
い
ま
す
。
早

急
に
改
善
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
要
改
善

箇
所
、
新
た
な
装
置
設
置
の

計
画
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

蔵
通
り
に
つ
い
て
は
、

西
町
公
民
館
横
の
用
水
路
を

活
用
し
て
動
か
し
て
い
ま
す

が
、
用
水
路
取
入
口
に
ゴ
ミ

や
雪
が
詰
ま
っ
て
、
水
が
不

足
す
る
の
が
原
因
の
１
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
町
民
皆
様

の
ご
協
力
で
、
ゴ
ミ
等
の
撤

去
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ン
プ
の
容
量
を
増
や
す
こ

と
、
新
町
の
パ
イ
プ
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

蔵
通
り
は
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
も
あ
り
ま
す
。
25
年

度
中
に
舗
装
方
法
の
計
画
を

作
る
予
定
な
の
で
、
計
画
と

共
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
諸
鹿
口
か
ら
岩
本

商
店
ま
で
の
水
の
滞
留
は
、

道
路
勾
配
が
小
さ
く
、
用

水
路
に
流
れ
な
い
と
考
え
ら

れ
、
八
頭
県
土
整
備
局
に
は

見
て
い
た
だ
き
、
改
善
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
箇
所
と
し
て
、
町
道
三
倉

線
及
び
屋
堂
羅
１
号
線
も
、

散
水
が
不
十
分
で
す
。
来

シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
総
合
的
に

検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
規
増
設
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
計
画
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

冬
場
の
若
桜
学
園
通
学

対
策
で
す
が
、
吹
雪
、
強
風

時
、
若
桜
橋
を
渡
る
の
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
蔵
通
り
の
消
雪
装

置
が
役
目
を
果
た
し
て
い
な

い
た
め
に
、
西
町
の
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
冬
遠
回
り
し
、

旧
若
小
の
前
の
通
り
を
通

学
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

就
任
以
来
、
特
に
教
育

環
境
の
条
件
整
備
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
若
桜
学
園
開
校

後
、
児
童
は
新
し
い
通
学
路

で
元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

若
桜
橋
は
以
前
か
ら
若
桜

小
学
校
の
通
学
路
で
し
た
。

要
望
に
よ
り
、
欄
干
を
15
㎝

程
度
高
く
し
、
１
１
５
㎝
位

に
な
り
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

通
学
方
法
に
つ
い
て
は
、

原
則
２
㎞
ま
で
は
徒
歩
と
し

て
い
ま
す
。
蔵
通
り
は
、
こ

の
冬
消
雪
装
置
不
良
な
た

め
、
途
中
か
ら
旧
若
小
通
り

に
変
更
し
ま
し
た
。
少
し
遠

回
り
で
す
が
、
徒
歩
通
学
と

し
て
は
無
理
の
な
い
距
離
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 中尾　理明 議員

坂本　　等 議員

中村　敏明 議員

前住　孝行 議員

上川裕見子 議員
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Q　

本
町
で
は
平
成
21
年
に

道
路
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

修
繕
計
画
に
網
羅
さ
れ
て
い

る
橋
梁
数
は
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

町
内
85
橋
の
損
傷
状
況

に
つ
い
て
調
査
、点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
延
長
15
ｍ
以
上

の
26
橋
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
10
年
間
に
順
次

予
防
的
な
修
繕
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
国
有
林
道
と

の
併
用
町
道
は
含
ま
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。

Q　

今
日
ま
で
の
事
業
実
績

と
、
今
後
の
実
施
計
画
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

岩
屋
堂
神
社
橋
の
橋
桁

修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

予
防
的
な
修
繕
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
点
検
を
行
い
な
が
ら
、

利
用
頻
度
や
損
傷
の
度
合
い

を
勘
案
し
て
順
次
修
繕
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

幼
稚
部
の
保
育
料
が
現

行
よ
り
引
き
下
げ
ら
れ
、
更

に
Ⅰ
、
Ⅱ
の
二
区
分
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的

な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

本
町
の
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

吉川村中２号線 蔵通りの融雪装置

消雪装置

改
善
箇
所
・新

規
設
置
の
計
画
は

改
善
は
検
討
中
、
新
規
は
な
い

橋梁長寿命化

橋
梁
数
と
修
繕
計
画
は

緊
急
性
は
無
い
が
順
次
行
う

わかさこども園

保
育
料
の
設
定
は

保
育
時
間
に
よ

り
区
分

吉川村中線

事
業
の
進
捗
は

新
年
度
早
々
に

着
手
し
た
い

Q　

町
道
吉
川
村
中
２
号
線

改
良
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。
用
地
交
渉
は
地
権
者
に

対
し
て
十
分
な
説
明
と
誠
意

を
持
っ
て
対
応
し
て
欲
し
い

と
考
え
ま
す
が
。

Ⅰ
、
Ⅱ
の
区
分
は
、
預
か
り

時
間
の
短
い
幼
稚
部
を
若
干

安
価
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

Q　

子
育
て
支
援
部
の
概
要

と
、
こ
ど
も
園
に
隣
接
し
た

施
設
を
整
備
し
、
三
部
連
携

の
充
実
を
考
え
ま
す
が
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

地
域
の
子
育
て
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
跡
地
の

活
用
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、

こ
ど
も
園
全
体
の
環
境
整
備

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

地
元
に
は
、
24
年
度
に

一
部
で
も
工
事
し
た
い
旨
を

伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
建
物

や
動
産
調
査
等
に
日
数
を
要

し
遅
れ
て
い
ま
す
。
新
年
度

の
早
い
時
期
に
、
平
成
24
年

度
計
画
区
間
を
着
手
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

施政方針

消
防
・
防
災

専
門
員
の
役
割
は

身
近
な
防
災

活
動
に
幅
広
く

Q　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
「
消
防
・
防
災

専
門
員
」
の
役
割
を
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

A　

よ
り
良
い
消
防
防
災
業

務
の
推
進
や
自
主
防
災
の
組

織
化
と
育
成
、
防
災
訓
練
な

ど
幅
広
い
業
務
を
考
え
て
い

ま
す
。

Q　
「
若
桜
町
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
総
合
利
用
計
画｣

の
公

共
施
設
、
若
桜
木
材
（
協
）

に
次
ぐ
事
業
体
、
及
び
一
般

家
庭
へ
の
導
入
（
推
進
）
戦

略
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

小
林
町
長

A　

一
般
家
庭
に
薪
や
ペ

レ
ッ
ト
を
熱
源
と
す
る
ス

ト
ー
ブ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
と
灯
油
等
の
併
用
可
能

な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
の
小
型

ボ
イ
ラ
ー
も
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

田
村
産
業
観
光
課
参
事

A　

25
年
度
若
桜
木
材（
協
）

さ
ん
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、

費
用
対
効
果
、
雇
用
の
創
出

等
は
ど
う
な
る
の
か
、
プ
ラ

ン
、
ド
ウ
、
チ
ェ
ッ
ク
、
ア

ク
シ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
方
向
性
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

Q　

私
の
体
験
で
す
が
、
去

年
の
若
桜
学
園
完
成
を
祝
う

会
の
日
、
大
風
が
吹
き
荒
れ
、

徒
歩
で
若
桜
橋
を
渡
る
の
が

本
当
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
事
故
を
保
護
者
は
心

配
し
ま
す
。

　

徒
歩
通
学
に
つ
い
て
は
、

教
育
的
な
意
味
は
あ
り
ま
す

通学対策

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は

考
え
て
い
な
い

が
、
大
雪
等
悪
天
候
の
際
、

保
護
者
が
学
園
ま
で
送
る
よ

う
な
こ
と
で
は
も
と
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。
関
連
し
て
、

議
会
は
報
告
会
の
ま
と
め

で
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
」

を
提
言
し
て
い
ま
す
。
現
時

点
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

高
木
教
育
長

A　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

以
前
答
弁
し
ま
し
た
。
現
在

利
用
し
て
い
る
町
営
バ
ス
や

ゆ
い
ま
ぁ
る
を
有
効
的
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
高
野
、
屋
堂
羅

に
つ
い
て
は
、
25
年
度
か

ら
、
今
の
方
法
で
通
年
行
い

ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
で
10

月
頃
は
暗
く
な
る
の
で
、
秋

口
か
ら
は
自
転
車
通
学
の
生

徒
に
対
し
、
回
数
券
を
配
布

す
る
等
改
善
を
考
え
て
い
ま

す
。
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Q　

観
光
協
会
事
務
局
が
発

足
し
て
、
２
年
近
く
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
来
の
姿

は
、
各
観
光
施
設
な
ど
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
た
企
画
・
プ
ラ

ン
作
成
、
営
業
な
ど
が
な
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
土
日
事
務
所
が
閉

ま
っ
て
い
る
事
や
、
案
内
看

板
の
見
に
く
さ
な
ど
、
観
光

に
対
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
事
を
踏
ま
え
て
、

現
在
の
活
動
状
況
、
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

 

小
林
昌
司
町
長

A　

観
光
振
興
の
施
策
の
実

施
に
伴
い
、
ガ
イ
ド
の
活
用
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を

し
て
情
報
提
供
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
十
分
な
結
果
が
出

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

観
光
客
拡
大
の
た
め
に
は
協

会
が
主
体
と
な
っ
て
各
団
体

と
連
携
し
、
努
力
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
協
会
補
助
を
充
実

し
、
各
資
源
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
観
光
客
増
加
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　

休
日
や
看
板
に
つ
い
て
も

Q　

運
行
に
あ
た
っ
て
の
初

期
投
資
、
運
行
費
用
、
ま
た

財
源
確
保
な
ど
綿
密
な
調
査

が
さ
れ
、
試
算
と
方
向
性
を

示
さ
な
け
れ
ば
本
当
の
検
討

協
議
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
も
、
今
議
会
で
の

試
算
作
り
予
算
が
減
額
さ
れ

ま
す
が
、
以
上
の
事
に
つ
い

て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

小
林
町
長

A　

昨
年
予
算
化
し
て
以
降

試
算
が
困
難
な
部
分
が
あ
る

と
の
回
答
が
あ
り
、
減
額
補

正
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
試
算
は
必
要
で
あ
り
、

現
在
実
績
の
あ
る
会
社
に
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
全

体
的
な
課
題
を
整
理
精
査
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
八
頭
町
、
鳥
取

県
と
連
携
し
た
取
組
み
も
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私

と
し
て
は
、
Ｄ
Ｌ
を
使
っ
た

Q　

い
じ
め
、
体
罰
に
つ
い

て
、
若
桜
学
園
で
は
ど
の
よ

う
な
状
況
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

 

高
木
政
寛
教
育
長

A　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、

小
さ
な
か
ら
か
い
や
、
ふ
ざ

け
、
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
と

か
は
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
悪
質
な
い
じ
め
と
断

定
で
き
る
よ
う
な
事
象
の
報

告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
い
じ

め
の
防
止
、
何
よ
り
も
早
期

対
応
、
未
然
防
止
と
い
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
体
罰
に
つ
い
て
で
す

が
、
近
年
、
町
内
の
学
校
現

場
で
体
罰
が
あ
っ
た
と
い
う

報
告
や
情
報
は
、
教
育
委
員

会
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

を
使
っ
て
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

な
っ
た
今
日
で
は
、
外
国
語

教
育
は
、
大
変
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
英
語
を
中

心
に
ハ
ン
グ
ル
も
取
り
入
れ

て
、
友
好
協
定
を
交
わ
し
て

い
る
平
昌
郡
と
の
交
流
に
備

え
て
は
と
は
思
い
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

8

Ｑ
Ａ一般質問 Ｑ

Ａ一般質問

Q　

八
頭
、
智
頭
両
町
で
も

こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

さ
れ
て
、
隊
員
の
方
々
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
の
有
利
な
制
度
を

今
後
活
用
さ
れ
る
計
画
は
あ

る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

小
林
町
長

A　

本
町
と
し
て
も
２
月
か

表示が目立たない協会事務所

すれ違う選手の様子

 

高
木
教
育
長

A　

子
ど
も
た
ち
が
韓
国
語

に
触
れ
る
機
会
は
と
て
も
有

意
義
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
５
、６
年
生
を
中

心
に
し
な
が
ら
、
韓
国
と
の

交
流
の
学
習
を
活
か
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

眠
っ
て
い
る
施
設
、
ま

た
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設

に
つ
い
て
も
今
後
ど
の
よ
う

に
さ
れ
る
つ
も
り
か
。
短
、

中
、
長
期
的
な
計
画
の
、
ど

の
あ
た
り
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

 

小
林
町
長

A　

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
は
、

か
な
り
危
険
な
状
態
で
あ

り
、
取
り
壊
し
の
方
法
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理

セ
ン
タ
ー
は
、
雨
天
時
の
活

動
場
所
と
し
て
、
ま
た
、
一

部
は
倉
庫
的
な
役
割
と
し
て

活
用
し
て
い
る
の
で
、
し
ば

ら
く
の
間
は
今
ま
で
通
り
に

維
持
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

中
国
中
学
・
中
国
高
校

合
同
ス
キ
ー
大
会
で
す
が
、

運
営
す
る
上
で
、
改
善
点
が

観
光
列
車
運
行
を
し
て
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
行

政
、
各
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
共
通
認
識
を
持
ち

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

観光列車

試
算
作
り
は

各
団
体
と

連
携
を
し
て

いじめ、体罰

若
桜
学
園
で
は
ど
う
か

あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
い

特色ある教育

外
国
語
教
育
の

更
な
る
充
実
は

交
流
を
進
め
、

国
際
理
解
へ

氷ノ山施設

施
設
改
善
に

つ
い
て
は

関
係
者
か
ら

聞
き
た
い

子育て支援

手
厚
い
支
援
策
を

Ｐ
Ｒ
し
て
は

発
信
し
て
い
き
た
い

Q　

県
内
の
中
で
も
手
厚
く

し
て
い
る
子
育
て
支
援
を
、

他
町
と
比
べ
て
ど
れ
ぐ
ら
い

支
援
し
て
い
る
の
か
、
町
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
町
内
か
ら

出
な
い
。
ま
た
、
町
外
か
ら

来
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

 

小
林
昌
司
町
長

A　

具
体
的
に
支
援
内
容
が

分
か
る
も
の
を
早
急
に
作
成

し
、
町
民
に
提
示
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
町
外
に
住
む
子
育
て

世
帯
へ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

見
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

受
け
入
れ
る
若
桜
町
と
し
て

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A　

老
朽
化
し
て
い
る
計
測

用
の
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
の

点
検
、
修
繕
に
つ
い
て
検
討

は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

に
伴
う
整
備
に
つ
い
て
で
す

が
、
コ
ー
ス
幅
の
問
題
、
待

機
場
所
の
問
題
、
ま
た
測
定

用
機
器
の
新
た
な
更
新
が
必

要
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
お
聞
き
し
た
く
、
業
者

組
合
の
方
に
も
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

観光協会

事
務
局
の
あ
る
べ
き
姿
は

協
会
が
主
体
と
な
っ
て
連
携
を

地域おこし協力隊

積
極
的
な
活
用
は

今
年
度
も
１
名
募
集

ら
特
産
品
開
発
の
た
め
に
、

１
名
任
命
し
ま
し
た
。
25
年

度
も
１
名
募
集
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
特
産
品
作
り
と

併
せ
て
、
将
来
的
に
は
地
元

の
方
も
巻
き
込
ん
で
見
学
会

や
体
験
教
室
、
技
術
指
導
に

よ
る
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
れ

ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今

後
地
域
お
こ
し
と
い
う
こ
と

で
も
よ
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

相
談
し
、
改
善
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　

ＤＬと連結した 12 系客車

若桜大祭

文
化
財
指
定
の

進
捗
は

審
議
が

始
ま
っ
て
い
る

Q　

昨
年
の
質
問
の
中
で
提

出
書
類
の
作
成
中
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま

す
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

現
在
、
資
料
作
成
を
行

い
、
若
桜
町
文
化
財
保
護
審

議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。
25

年
度
中
に
は
答
申
を
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
、
今
、

慎
重
な
審
議
が
始
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

中村　敏明 議員
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Q　

生
ご
み
処
理
機
の
設
置

計
画
が
あ
り
ま
す
。
学
校
給

食
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
環
境
教
育
や
食
育
と

の
連
携
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま

す
。

高
木
政
寛
教
育
長

A　

１
日
の
処
理
能
力
が
35

㎏
の
消
滅
型
液
化
分
解
式
生

ご
み
処
理
機
を
導
入
予
定
で

す
。
液
肥
と
し
て
は
、
学
園

の
畑
で
の
利
用
や
食
材
生
産

者
へ
の
還
元
、
学
習
面
で
は
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
循
環
型
社

会
」
で
教
材
と
し
て
活
用
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

学
校
給
食
の
目
的
に

は
、「
明
る
い
社
交
性
を
養

う
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
と
の
交
流
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
食
の
大
切
さ

や
地
産
地
消
な
ど
を
学
ぶ
機

会
と
し
て
、
月
に
１
、２
回

程
度
の
給
食
交
流
の
日
を
設

け
て
は
い
か
が
で
す
か
。

高
木
教
育
長

A　

寿
大
学
や
生
産
者
と

の
交
流
給
食
を
年
２
回
し
て

い
ま
す
。
授
業
時
間
数
が
決

ま
っ
て
お
り
、
月
に
１
、２
回

の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　

環
境
や
福
祉
と
絡
め
た

有
効
利
用
に
つ
い
て
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A　

安
心
安
全
な
給
食
提

供
が
第
一
で
あ
り
、
現
時
点

で
他
の
用
途
対
応
は
困
難
で

す
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
の

減
少
も
推
測
さ
れ
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
協
議
を
し

な
が
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

氷
太
く
ん
発
売
の
格
安

ス
キ
ー
パ
ッ
ク
の
リ
フ
ト
代

は
無
料
優
待
券
と
の
説
明
を

事
業
団
か
ら
受
け
ま
し
た

が
、
索
道
事
業
と
し
て
問
題

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。小

林
町
長

A　

規
則
等
に
明
記
し
た
方

が
良
い
場
合
も
あ
り
、
見
直

し
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q　

若
桜
町
観
光
開
発
事
業

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
利
用
料
が
、
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用

料
よ
り
も
高
い
も
の
が
あ
り

Ｑ
Ａ一般質問

Q　

税
理
士
が
、
経
営
は
事

業
団
の
重
荷
、
指
定
管
理
は

外
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
企

画
提
案
型
で
、
指
定
管
理
を

公
募
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

 

小
林
町
長

A　

ど
の
よ
う
に
経
営
改
善

す
れ
ば
よ
い
の
か
問
題
点
を

整
理
せ
ず
、
交
通
量
が
少
な

い
、
少
な
い
の
一
点
張
り
で

分
析
が
で
き
て
い
な
い
た

め
、
経
営
改
善
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
事
業
団
も
こ
の
春

か
ら
新
理
事
長
の
下
に
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
意
向

も
伺
い
、
判
断
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

上川裕見子 議員

太陽熱利用の温水器

スキー場を視察する議員団

不動院岩屋堂視察

転車台を回す体験

給食センター

環
境
・
福
祉
と
絡
め
有
効
利
用
を

な
か
な
か
難
し
い

道の駅若桜

指
定
管
理
の

公
募
を

意
向
を
伺
い

判
断

陳情書審査結果　

３月議会定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重な審査の結果、次のとおり決定しました。

番　　　号 受理年月日 件　　名 陳情者等 付託委員会名 審査結果

陳 　 情
第 １ 号

平成２５年
1 月 2 4 日

陳情書（木質バイオマスボイ
ラー導入補助）

若桜木材協同組合
　代表理事　長尾　範通

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 ２ 号 2 月 1 2 日

安倍内閣にTPP（環太平洋連携
協定）への参加断念を求める意
見書の提出を求める陳情書

農民運動鳥取県連合会
　代表者　今本　潔

総 務 産 業
常任委員会 採 択

陳 　 情
第 ３ 号 2 月 2 2 日

生活保護費の基準引き下げをし
ないよう国に求める意見書提出の
陳情

鳥取県社会保障推進協議会
　会長　藤田　安一

教 育 民 生
常任委員会 不 採 択

陳 　 情
第 ４ 号 2 月 2 2 日 年金2.5％削減撤回の意見書提

出を求める陳情

全日本年金者組合
鳥取県東部支部
　支部長　市谷　尚三

教 育 民 生
常任委員会 不 採 択

陳 　 情
第 ５ 号 3 月 4 日

｢生活保護基準の引き下げをし
ないこと｣ の意見書提出を国に
求める陳情書

鳥取県生活と健康を守る会
連合会
　会長　中川　淑

教 育 民 生
常任委員会 不 採 択

WAKASA

請願
陳情

請願・陳情は、町民の皆様が町政などについての要望等を、直接議会に書面で提出できる
制度です。議長宛に議会事務局へ提出してください。提出された請願・陳情は関係の常任
委員会で審査の上、本会議で採決し、採択された請願・陳情は行政に生かされます。
詳しくは、議会事務局（☎８２－２２１２）にお問い合わせください。

太陽熱温水器

本
町
で
の

取
り
組
み
は

問
題
も
あ
る
が

検
討

Q　

岩
美
町
が
補
助
制
度
を

新
設
し
、
県
も
上
乗
せ
補
助

を
さ
れ
ま
す
。
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
、
環
境

的
に
も
大
切
で
あ
り
、
長
い

目
で
見
れ
ば
家
計
に
も
優
し

く
、
本
町
も
取
り
組
ん
で
は

い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

日
照
時
間
や
積
雪
時
に

は
使
用
で
き
な
い
問
題
も
あ

り
、
制
度
導
入
は
ど
う
し
た

ら
い
い
も
の
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ニ
ー
ズ
の
有
無
と
合

わ
せ
、
検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

索道事業

リ
フ
ト
代
無
料
の
パ
ッ
ク

商
品
は
問
題
で
は

規
則
の
見
直
し
を

検
討
し
た
い

氷太くんの利用料

条
例
と
の

整
合
性
は

検
討
し
た
い

ま
す
。
条
例
等
の
整
合
性
は

い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A　

私
た
ち
の
指
導
、
監
視

も
十
分
に
も
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
早
急
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

平昌郡議員来町!

スキー場を視察する議員団

不動院岩屋堂視察

転車台を回す体験

　韓国平昌郡の全議員７名と職員４名、計11名が２月26日～３月１日
にかけて来日し、本町を視察されました。
　若桜の観光施設や歴
史ある伝統文化に触れ
られ、大変喜んでおら
れました。

来庁された訪問団来庁された訪問団
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の
そ

他

三
月
議
会
定
例
会

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正
予

算 

（
第
５
号
）

　

２
５
８
７
万
円
を
減
額
し
、
総
額
33
億

１
０
７
１
万
円
と
し
た
。

 

主
な
歳
入

　

町
税 

△
４
０
２
万
円

　

地
方
交
付
税 

９
０
０
万
円

　

国
庫
補
助
金 

２
８
４
０
万
円

　

県
補
助
金 

△
３
６
５
４
万
円

　

基
金
繰
入
金 

△
２
５
１
８
万
円

　

町
債 

９
６
０
万
円

　

 
 

主
な
歳
出

　

庁
舎
等
財
産
管
理 

△
２
６
１
万
円

　

移
住
定
住
促
進
事
業 

△
４
１
９
万
円

　

人
材
育
成
事
業 

△
77
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立 

79
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

△
１
６
２
８
万
円

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

△
５
１
２
万
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費 

４
２
７
万
円

　

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業

 

△
２
２
２
万
円

　

塵
芥
処
理
対
策
事
業 

△
１
０
９
万
円

　

作
業
道
新
設
改
良
事
業 

△
２
７
３
２
万
円

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業 

４
６
９
４
万
円

　

町
道
新
設
改
良
事
業 

１
０
４
０
万
円

　

災
害
対
策
事
業 

１
９
５
４
万
円

　

小
学
校
管
理
費 

△
５
０
０
０
万
円

　
　
（
解
体
費
用
の
減
額
に
よ
る
も
の
）

　

公
債
費
元
金 

２
９
６
０
万
円

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
４
号
）

　

１
７
２
１
万
円
を
減
額
し
、
総
額

４
億
９
５
２
８
万
円
と
し
た
。

 
主
な
歳
入

　

国
民
健
康
保
険
税 

△
５
５
２
万
円

　

療
養
給
付
費
交
付
金 

△
90
万
円

　

一
般
会
計
繰
入
金 

△
１
４
５
４
万
円

　

特
定
健
康
診
査
等
委
託
料 

１
５
３
万
円 木質バイオマス資源の有効利用へ

平成
24年度

２
５
８
７
万
円
の
減
額
補
正

例
条

員
提
出
議
案

議

算　
予

　 
平成25年第１回議

会定例会は３月８日に
招集され、町長から提出さ
れた議案37件、議員提出議案
１件を慎重審議の結果、全

議案を可決し、３月25日
に閉会しました。

33
億
１
０
７
１
万
円

 

主
な
歳
出

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

 

△
８
２
４
万
円

　

退
職
被
保
険
者
療
養
給
付
費

 

△
４
７
６
万
円

　

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

 

△
２
２
１
万
円

　

退
職
被
保
険
者
高
額
医
療
費

 

△
１
４
３
万
円

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算 

(

第
３
号
）

　

３
４
９
６
万
円
を
減
額
し
、
総
額
５
億

６
４
１
７
万
円
と
し
た
。

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算 

(

第
２
号
）

　

55
万
円
を
減
額
し
、
総
額
５
１
７
７
８
万

円
と
し
た
。

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算 

(

第
４
号
）

○
平
成
24
年
度
若
桜
町
財
産
区
造
林
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算 

(

第
２
号
）

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
予
算

○
平
成
25
年
度
若
桜
町
特
別
会
計
予
算

 

（
10
事
業
）

（
関
連
ペ
ー
ジ
Ｐ
２
、３
）

◆
若
桜
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
等
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

こ
れ
ま
で
介
護
保
険
法
等
に
基
づ
い
て
全

国
一
律
に
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準
を
市
町
村

の
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

◆
若
桜
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
で
あ

る
地
方
公
共
団
体
が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
。

◆
若
桜
町
道
路
標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

右
の
理
由
に
同
じ
。

◆
若
桜
町
営
住
宅
等
の
整
備
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
営
住
宅
及
び
共

同
施
設
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

◆
若
桜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正
　

国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
。一
世
帯
あ
た
り
調
定
額
を
平
均
９
・

９
％
増
と
す
る
も
の
。

◆
若
桜
町
水
道
法
施
行
条
例
の
制
定

　

水
道
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
を
有
す
る
職
員
を
指
名
し
、
監

督
業
務
等
を
行
う
た
め
。 

　

◆
特
別
職
の
職
員
等
で
非
常
勤
の
も
の
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

外
国
語
指
導
助
手
の
報
酬
を
月
額
30
万
円

か
ら
初
年
度
28
万
円
、
２
年
目
30
万
円
と
段

階
的
に
す
る
も
の
。 

　

◆
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

通
勤
手
当
に
つ
い
て
国
の
基
準
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
見
直
し
す
る
も
の
。

◆
赤
松
団
地
お
た
め
し
住
宅
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

お
た
め
し
住
宅
の
設
置
に
伴
い
、
管
理
運

営
を
行
う
た
め
。

 

◆
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
対
す
る
寄
附
等
の
制
限
が
な
く
な
っ

た
た
め
。

◆
若
桜
町
人
づ
く
り
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

人
材
育
成
事
業
へ
の
充
当
に
支
障
を
き
た

す
制
限
を
取
り
払
う
た
め
。

◆
若
桜
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

題
名
の
改
正
、
保
育
料
の
徴
収
の
事
項
を

追
加
す
る
た
め
。

◆
若
桜
町
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改

正
　

法
律
名
の
名
称
変
更
に
伴
う
も
の
。

◆
若
桜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
を
条
例
で
定

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
。

◆
若
桜
町
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦
課

徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

◆
若
桜
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
入
居
資
格
等
を
地

方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
。

県外からの移住者を短期で受け入れるおためし住宅

事
人若

桜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

の
選
定

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
へ
の
参

加
断
念
を
求
め
る
意
見
書

◆
若
桜
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

◆
鳥
取
市
と
若
桜
町
と
の
一
般
廃
棄
物
の
焼

却
等
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
の
協
議

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

君野敬介さん ( 上町）

一
般
会
計
総
額
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給食センター改築について

教育委員会

町民福祉課

町土整備課

教育委員会

Ｑ 冬場の材料搬入はどうするのか。

桜づつみ公園側の道を除雪し搬入したい。大
雪の時には、小型除雪機で除雪し校舎敷地内
からも搬入したい。

Ａ

平成25年
1月11日

Ｑ

Ｑ

Ｑ

寄来屋の利用状況は、管理人賃金が当初より少
ないのは。

わかさこども園の入園者数は。

町道の法面他防災点検とは。

幼稚部Ⅰが24人。Ⅱ部が15人。保育部が10人
で、50名程度の予定。

落石等の危険箇所を点検するもので、30箇所
くらいを予定している。

利用者は、12月末で60団体1,500人。
施設管理の時間を短縮されているために、賃
金が少なくなっている。

Ａ

Ａ

Ａ

3月4日 ３月定例会に向けて

Ｑ

Ｑ

通学対策の拡充は、どの程度なのか。

公民館活動の充実について、新規事業を考えて
いるか。

   意見
　池田分館　Ｈ24年度調理室の改修
　　○電線にかかっている松の木の処理をすべきであ

る。
　町民体育館　Ｈ25年度雨漏りの改修予定
　　○更衣室が物置になっている。器具を整理し本来

の目的に沿った利用をされたい。
　　○玄関横の雨水処理パイプも点検されたい。
　鬼ヶ城跡の石垣・歩道等　危険箇所の確認
　　○管理は、鳥獣被害も含めて早く方針を決めて取

組む必要がある。
　旧若桜小学校体育館トイレ建築工事の状況

７千円の予定です。鉄道だけでなく、バス通
学生も定額である。

中味の充実で、運営審議会でも話をしている。

Ａ

Ａ

実施設計概要は、鉄骨平屋建てで、25年度３学
期より本稼動させ、現在の施設を解体したい。

説明

所管施設の現地調査について4月11日

給食センター立面図

鬼ヶ城の現状視察

委 員 会 活 動 報 告

獣肉解体処理施設について

Ｑ 12月24日に工事中断の連絡があったが、経緯
と今後の対応は。

関連集落より位置について検討するよう要請
があり、中断している。
移転場所については、現地調査をして敷地内
の３箇所について検討した。

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

検討した内容は。

特別委員会でも、環境に配慮するよう指摘して
いるが、衛生面、運営管理についてはどうか。

請負業者への対応は。

町有地であり、公共下水に接続できる位置で
あること、あくまでも食肉処理施設であると
いう認識で検討した。

残渣（※）の本町分は、集配所を設けたい。
管理運営について、協議会、猟友会と協議し
てきているが、結論が出ていない。

契約書に書いてあると思うので誠意をもって
対応したい。

Ａ

Ａ

Ａ

平成25年
1月7日

Ｑ

Ｑ

施設完成が3月25日になっているが、どうか？

施設管理はどうするのか。

年度内には完成したい。繰越は考えていない。

八頭町の課長、担当者、協議会などと打ち合
わせして、検討委員会を設置し、検討してい
きたい。

Ａ

Ａ

1月21日 獣肉解体処理施設
その後の経過について

Ｑ

Ｑ

旧池小の賃借契約は、いつ頃か。

住民への説明会開催予定は。

３月に来られるという事なので、最終確認を
したい。グラウンド、体育館の契約については、
今後の検討課題である。

具体的なことが決まりしだい開催したいと
思っている。

Ａ

Ａ

H24年度　補正予算説明
アロイ工業について

3月6日

国民健康保険運営協議会の答申は、高齢化率が
高く、医療費が増えている。どうしても上げる
なら、10％増という事であり、当初予算で増額
するようにしている。

説明

国民健康保険税引上げについて2月18日

場所変更し完成した獣肉解体施設
（八頭中央森林組合事務所横）

誘致を待つ旧池小

（※残渣…解体後の不用部位）
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

議
員
定
数
は
現
状
が
妥
当

　

若
桜
町
議
会
で
は
、
平
成
18
年
２

月
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
10
人
と

し
、
単
独
町
政
の
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
若
桜
町
の
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
ま
た
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
役
割
、
今
後
、
活

動
の
あ
り
方
・
考
え
方
を
基
に
、
定

数
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
会
運
営
委
員
会
で
議
論

の
仕
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
員

を
対
象
に
議
員
定
数
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
８
人
が

「
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
確
保
す

る
に
は
最
低
10
人
が
妥
当
」
と
し
、

１
人
は
「
今
、
定
数
を
議
論
す
る
必

要
は
な
い
」
、
１
人
は
「
１
減
が
望

ま
し
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
の
回
答
を
も
と
に
全
員
協
議
会

で
議
論
を
し
、
若
桜
町
議
会
の
議
員

定
数
は
、
「
変
更
を
し
な
い
」
と
の

結
論
を
出
し
ま
し
た
。

 

議　
　

長　
　

岡
本　

和
葊

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

 

委
員
長　
　

前
住　

孝
行

 

副
委
員
長　
　

中
村　

敏
明

 

委　
　

員　
　

奈
羅
尾
寿
夫
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   今シーズンは、長年の地域住民やスキー場利用
客の願いであった、茗荷谷・渕見間のバイパスが
開通したが、残念ながらバブル期ほどの来客数は
望まれなかった。これは氷ノ山だけではなく、全
国的にウィンタースポーツは、下降の一途をたど
り、各地で経営難に陥っている。日本経済の不況
が問題だといえばそれまでだが、それでも人々は、
家族で、友人同士でリクレーションを楽しむもの
だろう。それがこちらに目を向けられないのはど
うしてなのか。
　また、地元の人も、以前は氷ノ山に職を求め、
夢を求め、帰省した人もいたが、今はどうだ。反
対に氷ノ山に背を向け、地元から出ていく傾向に
ある。建物が老朽化すればそのままやめてしまう。
夢の宝庫であったはずの氷ノ山が廃墟と化してい
る、と言っても言い過ぎではない。なぜだろうか。
　以前のように、若者が無限の夢を持てる氷ノ山
となり、元気になるなら、利用客にも元気になっ
ていただける、喜んでいただけると思う。そのた
めにも、地域住民の努力はもちろんだが、行政の
更なるバックアップをお願いしたい。

氷ノ山を元気に！
　先日、仕事で米子に行った時、米子のかたとの
会話の中で、若桜の話題で盛り上がりました。
　相手のかたは、「若桜は中学生までの医療費の
ほとんどを補助してもらえたり、予防接種も無料
で受けられたりしていいですね。」というもので
した。鳥取県の西部のかたが東部の若桜の事を
知っていて驚きました。加えて、若桜学園や子ど
もたちへの学習支援。ナティーキッズ等の社会教
育。入園待ちの無いこども園の状況を話すと、興
味津々でした。
　また、鬼っ子まつり等のイベントが頻繁にある
事も知っておられ、子どもたちも含めたボラン
ティアが大勢協力している事を話すと、「子ども
にとっても社会教育が充実している、よい環境で
すね。」と言われていました。
　最後に、「若桜は小さな町なのに頑張っておら
れる。通勤に時間が掛かるかも知れないけどこれ
に比べて、余りある子どもへの支援や補助があっ
て子どもを育てやすい町ですね。」と言われてい
ました。この会話の中で、私は自分が褒められて
いるような錯覚を覚え、改めて若桜町の行政に感
謝し、若桜を誇らしく思いました。

若桜を誇りに思う

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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山根　政彦さん
（ 米）

平家　俊則さん
（落折）


